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研究成果の概要（和文）：　アンドロゲン遮断療法が行われたEZH2高発現の唾液腺導管癌（SDC）は全生存期
間・無増悪生存期間が有意に短く臨床的有用率・奏功率も低いことから、EZH2はアンドロゲン遮断療法の効果予
測因子であることが示唆された。
　癌免疫微小環境の解析ではPD-L1（CPS）、PD1、CTLA4、CD8、FOXP3、LAG3高値群は、臨床病理学的な高悪性度
と有意な関連が認められた。
　更に癌組織内の自律神経と予後との関係についても検討したところ、TH陽性の交感神経あるいはVAChT陽性の
副交感神経の存在は予後不良因子であり、同一神経にTHとVAChTがいずれも発現している症例ではより予後不良
の傾向を示した。

研究成果の概要（英文）：An EZH2-high status in patients with salivary duct carcinoma (SDC) treated 
with AR-targeted therapy was associated with a significantly shorter progression-free and overall 
survival as well as a lower objective response rate and clinical benefit rate. A high expression of 
EZH2 in SDC might be a predictor of a poor efficacy of AR-targeted therapy.
Upon analyzing the immune microenvironment, an elevated expression of CD8, FOXP3, PD1, PD-L1, CTLA4,
 and LAG3 was associated with more aggressive histological features and poor prognosis. 
We also examined the relationship between the presence of autonomic nerves within the tumor and the 
prognosis. The presence of TH-positive sympathetic nerves or VAChT-positive parasympathetic nerves 
were negative prognostic indicators. Notably, cases where both TH and VAChT were expressed in the 
same nerve indicated an even greater tendency towards a negative prognosis.

研究分野： 人体病理学（特に唾液線腫瘍）

キーワード： 唾液腺導管癌　androgen receptor　HER2　治療効果予測因子　EZH2　PD-L1　免疫チェックポイント阻
害薬　自律神経

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　我々はSDCに対してアンドロゲン遮断療法（抗AR療法）と抗HER2療法を施行し高い奏効率を得たが、治療効果
予測因子は不明であった。また、癌の進展に関与し免疫チェックポイント阻害（ICI）療法の治療効果予測因子
としても注目されている癌免疫微小環境や、予後との関連が示唆されている自律神経の役割についても、本腫瘍
では不明であった。
　本検討でSDCの治療効果予測因子および癌免疫微小環境と自律神経の臨床病理学的意義の一部が明らかになっ
た。これらは、抗AR療法や抗HER2療法、ICI療法、自律神経を標的とした治療法などを含むSDCに対する治療戦略
を確立する上での基礎的データになり得る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
我々は，これまで種々の唾液腺腫瘍について，それらの臨床・分子病理学的性質を明らかにし，

世界へ発信してきた。さらに，応募者は唾液腺腫瘍 WHO 分類の編纂に 2度（2003 年，2016 年）
にわたって参画し，2017 WHO Blue Book においては本研究課題の対象となる唾液腺導管癌
（salivary duct carcinoma: SDC）の筆頭著者を務めている。SDC は，極めて悪性度が高く，早
期に転移をきたすため，治療困難とされており，その効果的な治療法の開発・確立が喫緊の課題
となっている。このような背景から，応募者は，10 年前より「SDC多施設共同研究」 （全国 9 
施設）を発足させ，基礎的・臨床的両側面から多角的に解析を遂行し，次々とその成果を国際英
文誌に報告してきた。 
（1）SDCの予後，予後因子，および全身治療 

SDCは，浸潤性乳管癌に類似した病理組織像を呈する著しく予後不良な希少癌である。正確な
SDC の病理診断はときに困難で，それには唾液腺を専門とする病理医の判断が必要不可欠である。
しかも，希少であるが故に１施設のみでは多数例の解析が困難である。 

図 1. 唾液腺導管癌. A: 組織像，B:AR 陽性，C:HER2 陽性   図 2. HER2 遺伝子増幅(FISH法) 
上記「SDC多施設共同研究」では，まず初めに SDC141 例を検討した結果，3年粗生存率は 71%

であり，原病死した症例の 75%に遠隔転移を認めた（Ann Surg Oncol 2016;23:2038-45）。従っ
て，SDCの予後を改善するためには全身化学療法の確立が望まれるが，標準治療は未だ定まって
いない。病理組織学的解析では, 高度の核多形性, 核分裂像, 低分化胞巣, 静脈侵襲が予後不
良因子であり, これらを組み合わせた組織学的リスク分類は予後と強い相関を示した（Am J 
Surg Pathol 2020;44:526-35）。一方，SDC は高率にアンドロゲン受容体（AR），p53, HER2，EGFR 
陽性および HER2 遺伝子増幅を示すことを見出した（Int J Clin Oncol 2015;20:35-44）（図 1, 
2）。また，分子標的治療選択を念頭に置き，AR，HER2，および Ki-67 の発現様式に基づいた新た
なサブタイプ分類を提唱し（表 1），それが予後と有意に関連することを報告した（Oncotarget 
2017;8:59023-35）。現在，このサブタイプ分類に基づき，応募者は SDC 患者に対して ARや HER2
を標的とした新規個別化全身治療（それぞれ，複合アンドロゲン遮断［CAB］療法［前立腺癌の
標準治療］と抗 HER2 療法［乳癌の標準治療］）を実践している。 
表１．唾液腺導管癌の AR，HER2，Ki-67 の発現様式によるサブタイプ分類と個別化治療 

続いて「SDC 多施設共同研究」からは，炎症・栄養血液学的指標が予後因子となることも明ら
かにした（Oncotarget 2017;8:1083-91）。さらに，遺伝子解析を行ったところ，SDCでは，TP53
が 68%，PIK3CA が 18%，H-RAS が 16%, BRAF が 4%, AKT1 が 1.5%の症例で変異をきたしており，
TP53 遺伝子変異（特にその短縮型変異）を有する例は予後不良であることが明らかとなった。
それと同時に，PI3K/Akt/mTOR 経路の蛋白発現を検討した結果，PI3K と PTEN の発現と AR 発現
とは関連しており，p-Akt 発現亢進は予後良好因子となることが分かった（Oncotarget 
2017;9:1852-67）。加えて，AR関連分子である FOXA1に着目し，その蛋白発現と遺伝子変異解析
を行い，FOXA1 が AR発現と正の相関を示すこと，FOXA1 発現の低下が予後不良因子となること，
FOXA1 遺伝子変異が 20%の症例に認められることも報告した（Histopathology 2018;73:943-52）。
脂質関連蛋白の発現解析では、adipophilin 高発現が予後不良因子であることと、FASNと AR の
発現が正の相関を示すことを明らかにした（Virchows Arch 2020;477:291-9）。本研究課題は，
これらの成果をベースとしながらもさらに実臨床を反映させた治療へと発展させていくもので
ある。 
我々は，上述の CAB 療法と抗 HER2 療法の 2 つの臨床第 II 相試験を行い，国内外を含め過去

最多数の症例数が登録された。奏効率はそれぞれ 42%と 70%であり，ともに非常に有効性の高い
治療法であった（Ann Oncol 2018;29:979-84, J Clin Oncol 2019;37:125-34, Ther Adv Med 
Oncol 2022;14）。また、SDC における免疫チェックポイント阻害療法（ICI療法）の有用性と安



全性を明らかにした（Sci Rep 2020;10:16988）。なお，現在では，その成果が米国の頭頸部癌診
療ガイドライン（NCCN guideline）に反映されている。 
（2）CAB療法と抗 HER2療法の治療効果予測因子 

CAB療法と抗 HER2療法ではともに，その奏効率，無増悪生存期間中央値（mPFS），および全生
存期間中央値（mOS）と AR あるいは HER2 の免疫組織化学的発現の程度との間に有意な相関関係
を認めなかった （ESMO Annual Meeting にて発表；論文投稿準備中）。しかし，SDCでは AR と
HER2 が重複して陽性を示す症例が 35%と多く（表 1），治療効果予測因子が存在しないため，科
学的な根拠を基にした治療法の選択を行うことができないことが大きな課題となっている。 
（3）免疫チェックポイント阻害療法に関連した癌免疫微小環境 
癌免疫微小環境のうち，腫瘍間質浸潤リンパ球（stromal Tumor-Infiltrating Lymphocytes；

sTILs）や T リンパ球，マクロファージ，好中球などの免疫担当細胞の浸潤プロファイルは，種々
の癌腫で予後因子や ICIの治療効果予測因子となり，注目を集めている。過去の報告から，SDC
では tumor mutational burden（TMB）が高いことが想定され，免疫チェックポイント阻害剤療
法が有望視されているが，その癌免疫微小環境の検討はほとんどなされていない。 
（4）癌微小環境における自律神経の臨床病理学的意義 
近年，頭頸部癌，前立腺癌、乳癌などにおいて，癌組織内の自律神経（交感神経・副交感神経）

系の存在が予後不良因子となることが報告されている。実験的に交感神経を抑制または除去し
た場合は，癌の縮小や転移の抑制が観察され，癌細胞と神経の相互作用を標的とした新たな治療
法の開発が期待されている。しかし，SDC においては，癌と神経の相互作用について，全く検討
されていない。 

 
２．研究の目的 

SDC の CAB 療法は従来の化学療法と同等の治療効果ながら有害事象が少なく安全性が高かっ
た。また，抗 HER2療法は従来法よりも治療効果が高かった。CAB療法，抗 HER2 療法，従来の化
学療法を適切に選択する必要があるが，治療効果を予測できるバイオマーカーの報告はほとん
どなされていない。本研究の目的の一つは CAB療法と抗 HER2療法の治療効果予測因子を探索す
ることである。 
 一方，近年，唾液腺癌に対し ICIがセカンドラインの治療薬として有望であると報告されてい
るが，奏効率が低いことが課題となっている。TMBが高いとされる SDCではこれらの薬剤治療の
効果が期待されるが，効果予測因子は明らかになっていない。本研究では 300例に及ぶ大規模な
SDC 症例の解析を行うことで，SDCの薬物療法において新たなセカンドラインの開発に向けての
有用な情報が得ることを目指す。 
 更に，SDCにおける癌組織内の自律神経（交感神経・副交感神経）と予後，バイオマーカー発
現，および遺伝子異常といった臨床・分子病理学的所見との関連性をみることにより，本腫瘍に
対する新たな治療の可能性を探る。  
 
３．研究の方法 
研究対象は，本学を含む全国多施設共同研究（全 9 施設）により集積された SDC 症例約 300 例

の病理標本と臨床情報である。 
（1）CAB療法と抗 HER2療法の治療効果予測因子の探索 
CAB 療法あるいは抗 HER2 治療を施行した症例を含む SDC 症例について，前立腺癌や乳癌に 
おいて治療効果予測因子や治療耐性化の機序に関与している分子を中心に以下の項目について 
臨床病理学的および分子病理学的に探索する。 
・炎症・栄養血液学的指標（血清 Alb値，CRP値，好中球数，リンパ球数，血小板数，好中球数 
／リンパ球数比，血小板数／リンパ球数比，modified Glasgow Prognostic Score [mGPS]） 
・病理組織学的所見（核多形，核分裂，簇出，低分化胞巣，脈管侵襲，および神経浸潤を指標 
とした組織学的リスク分類，多形腺腫成分の有無，腺外浸潤の有無，リンパ節転移節外浸潤） 
・各種バイオマーカー（免疫組織化学染色・FISH法：AR，ERβ，EGFR，HER2，HER3，MUC1， 
PLAG1，p53，CK5/6，Ki-67，PI3K，p-Akt，p-mTOR，PTEN，FOXA1，Adipophilin，FASN， 
EZH2，H3K27me3，免疫組織化学的サブタイプ分類） 
・網羅的遺伝子解析（ Sanger 法・次世代シーケンシング： 
遺伝子変異 TP53/PIK3CA（図 2）/HRAS/HER2/AKT1を含む］, 
融合遺伝子検出［NTRK1-3/ALK/FGFR1-3/NOTCH1 を含む］，
コピー数多型, mutational signature, スプライシング異
常の検出） 
・CAB 療法症例のみ対象： AR-V7 を含む AR 関連遺伝子発
現，FOXA1/HSD3B1 変異 
 
（2） ICI療法に向けた癌免疫微小環境の評価 
①HE標本を用いた腫瘍間質浸潤リンパ球（sTILs）の評価 
乳癌の International TILs Working Group の基準に従い，sTILsを評価する。 
②免疫組織化学染色・遺伝子解析 
・腫瘍に浸潤する炎症性細胞：［Tリンパ球系］CD3, CD4, CD8（図 3）, CD45RO, FOXP3;  

図 2. PIK3CA 遺伝子変異

（exon 20, H1047R） 



［Bリンパ球系］CD20，CD79a;［好中球系］CD66b; ［マクロファージ系］CD68, CD163，HLA-DR 
上記炎症細胞マーカー発現細胞の腫瘍実質と間質における浸潤様式を評価し，SDC に対する炎症
細胞浸潤のプロファイリングを行う。 
・免疫チェックポイント蛋白の発現：PD-1 (NAT105), PD-L1 (SP263), CTLA-4, LAG3 
・DNAミスマッチ修復蛋白（MLH1, MSH2, PMS2, MSH6）の発現消失（dMMR） 
・マイクロサテライト不安定性（MSI）検査 

図 3. CD8 免疫染色. A: 陽性細胞多数例, B: 少数例 
（3）癌組織内の末梢神経と自律神経の同定と，神経成長因子の評価 
①癌組織内の末梢神経の同定 
 HE染色標本（図 4A）と S-100蛋白免疫組織化学染色標本を用いる。  
②癌組織内の自律神経の同定 
 交感神経系マーカーである TH（図 4B）および副交感神経系マーカーである VAChT（図 4C）と
CHAT に対する免疫組織化学染色標本を用いる。また TH と VAChTの蛍光二重染色で同一神経内の
TH と VAChTの局在を確認する。 
③画像解析 
 上記の末梢神経と自律神経の面積は，顕微鏡 100倍で 3視野選んで画像解析ソフト（ImageJ）
を用いて定量的に評価する。なお、自律神経に関しては，組織内で最も発現の強いところを選択
する。 
④癌組織内の神経成長因子の評価 
 腫瘍における BDNF，β-NGF などの神経成長に関わる因子の発現を免疫組織化学染色にて検討
し，腫瘍内の自律神経との相関を解析する。 

（4）統計解析 
以上の（1），（2），（3）で得られた結果と，これまでの多施設共同研究で得られた下記項目との
関連性をロジスティック回帰分析およびコックス比例ハザードモデル等の解析法で検定する。 
・上述した炎症・栄養血液学的指標, 病理組織学的所見, 各種バイオマーカー，遺伝子異常 
・根治手術例の T, N 分類，PFS，OS 
・CAB 療法，抗 HER2 療法，カルボプラチン・ドセタキセル併用療法，ニボルマブ投与症例のそ
れぞれの奏効率，臨床的有用率，mPFS，mOS 
 
４．研究成果 
（1）EZH2高発現は SDCの CAB療法における効果不良予測因子 

EZH2はメチル化転移酵素活性を持ち，H3K27me3を介して癌抑制遺伝子を抑制し，癌の発育・
進展に寄与している。EZH2 と H3K27me3 の過剰発現は種々の癌で予後不良因子であるだけでな
く，前立腺癌の CAB 療法と乳癌の抗 HER2 療法それぞれの耐性にも関与している。しかし，SDC
における EZH2 と H3K27me3 の予後や治療効果予測を含む臨床病理学的意義は明らかになってい
なかった。226 例の SDCを対象に，免疫組織化学的に EZH2と H3K27me3 の発現率（%）を評価し，
それぞれ高発現群と低発現群に分けた。更に EZH2 Y646 の機能獲得型変異の有無をサンガー法
で確認した。CAB 療法群と抗 HER2療法群、CAB療法と抗 HER2療法が行われていない従来治療群
の 3 群に分けて，予後や治療効果との関連を検討した。殆どの症例で EZH2 と H3K27me3 の発現

A B

図 4. 唾液腺導管癌における末梢神経と自律神経． 

A: 癌組織内末梢神経，B: TH 陽性交感神経，C: VAChT 陽性副交感神経 

 



が認められた。EZH2と H3K27me3 の発現は正の相関を示した。抗 AR 療法群では EZH2 高発現症例
の OS・PFSが有意に短く臨床的有用率・奏功率も低かった（図 4）。同様に抗 AR療法群で H3K27me3
高発現症例も有意に OSが短かった。一方，抗 HER2療法群と従来治療群では EZH2・H3K27me3 の
発現と予後・治療効果との関連はなかった。EZH2 Y646 変異を有する症例は認められなかった。 
今回の検討では、抗 AR療法群でのみ EZH2 と H3K27me3 の高発現が予後不良因子であり，EZH2

高発現については抗 AR 療法の効果不良予測因子でもあった。これらのデータは，SDC の治療戦
略の発展に寄与すると考えられる。 

（2）SDCにおける癌免疫微小環境の臨床病理学的意義 
175例の SDC 症例を解析したところ，PD1，PD-L1，CTLA4，CD8，FOXP3，LAG3については，PD1

と PD-L1の組み合わせ以外では，全て正の相関がみられた。PD1，CTLA4，CD8，FOXP3，LAG3の高
値群は，低値群と比べて，組織学的高悪性度，転移陽性，Ki-67高標識率を示した。CTLA4，CD8，
FOXP3，LAG3 高値群については，予後不良の傾向が認められた。更に PD-L1 の CPS の高値群は，
組織学的高悪性度で，予後不良を示した。TILs については臨床病理学的因子との相関はみられ
なかった。また MSIを示す症例は認められなかった。  
 PD1，PD-L1，CTLA4，CD8，FOXP3，LAG3 陽性の細胞は相互作用を示し，SDCの増殖と進展に寄
与していることが示唆される。更に，PD-1，PD-L1（CPS），CTLA4，CD8，FOXP3，LAG3は，SDC の
予後不良因子である可能性がある。本研究成果は SDC に対する ICI 療法を行う上で重要な基礎
的データになり得ると考えられる。 
（3）SDCにおいて癌組織内の自律神経の存在は予後不良因子 

129例の SDC 症例を対象とした。癌組織内に末梢神経が確認できた 94例のうち，92例で自律
神経が認められた。それらの症例のうち，66 例では交感神経・副交感神経が共にみられ，副交
感神経のみが存在していた症例は 26例であった（図 5A，B）。交感神経のみが存在した症例はな
かった。交感神経・ 副交感神経が共に存在した 66 例のうち 59 例で，同一神経における TH と
VAChT の陽性像が確認された（図 5C）。癌組織内の自律神経の存在はリンパ管・静脈・神経侵襲
や de novo発生， cT分類，リンパ節転移等の臨床病理学的事項と相関があり，また単変量およ
び多変量解析にて予後不良因子であることが示された。さらに，副交感神経のみが存在した症例
よりも，交感神経・副交感神経が共に存在した症例でより予後が悪かった。神経成長因子と自律
神経との相関は認められなかった。 

SDC において，自律神経の存在は癌の進展度や予後に影響していることが示された。癌組織が
自律神経を誘導することによって，より癌の進展に有利な微小環境が形成されている可能性が
ある。 

図 5.自律神経の蛍光二重染色（TH [交感神経]：緑，VAChT [副交感神経]: 赤）． 

A: 非腫瘍部の交感神経，B: 非腫瘍部の副交感神経，C: 癌部の自律神経（TH，VAChT いずれも陽性） 

A B C

図 4.CAB療法が行われた唾液腺導管癌では EZH2 高発現が効果不良予測因子である 

A: 無増悪生存期間，B:全生存期間 
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長尾俊孝

樋口佳代子，浦野誠，長尾俊孝，山元英崇，秋葉純，谷川真希，加藤拓

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

唾液腺細胞診ミラノシステムを用いた国内多施設共同研究の報告

分子基盤に基づく病理診断(WHO分類)2　唾液腺癌の病理診断における分子検査の有用性

唾液腺細胞診ミラノシステムの有用性を検証する先駆的な多施設共同研究/2021/

尿細胞診にて推定診断し得た腎盂原発小細胞癌の一例

 １．発表者名

 １．発表者名
坂本佳、高橋礼典，三宅真司，渡部顕章，稲垣敦史，藤井愛子，本多将吾，谷川真希，松林純，長尾俊孝

日本臨床細胞学会総会(第62回)（招待講演）



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
日本臨床細胞学会秋期大会(第60回)（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本病理学会総会(第110回)

田崎晃一朗，谷川真希， 永井毅， 福永眞治， 長尾　俊孝

浜田芽衣，山口浩， 苦瓜治彦， 中平光彦， 川崎朋範， 長尾俊孝， 山田健人， 安田政実， 佐々木惇

藤岡孔輔，鈴木邦仁，長尾佳奈，井上理恵，矢野由希子，阿部光一郎，吉村真奈，齋藤和博，長尾俊孝，筒井英光

松林純，三宅真司，垣花昌俊， 大平達夫， 池田徳彦， 長尾俊孝

日本病理学会総会(第110回)

日本核医学会学術総会(第61回)

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

子宮体部に発生した中腎様腺癌の1例

耳下腺多巣性結節性オンコサイト過形成の3切除例

初発時より9年経過後、99mTc-MIBIシンチグラフィにて指摘された骨転移病変にて副甲状腺癌と診断を得た一例

肺腺癌を深く知る　肺腺癌の診断や治療における細胞診の役割　総論的な立場から

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本臨床細胞学会秋期大会(第60回)（招待講演）

日本臨床細胞学会秋期大会(第60回)

日本臨床細胞学会秋期大会(第60回)

三宅真司、松林純、長尾俊孝

佐藤未佳，松林純，三宅真司，渡部顕章，藤井愛子，稲垣敦史，秋山里佳子，忽滑昌平，高橋由美，軽部晃平，垣花昌俊，大平達夫，池田
徳彦，中村直哉，長尾俊孝

田口直樹，福森恭代，浦雅彦，大谷知之，若狹朋子，長尾俊孝

坂本真一，安藤俊範，宮内睦美，藤原恵，中黒匡人，長尾俊孝，小川郁子

日本唾液腺学会学術集会(第65回)

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

肺癌の細胞診　腺癌と扁平上皮癌の鑑別と限界

縦隔・肺に腫瘤を形成したホジキンリンパ腫の細胞学的検討

穿刺吸引細胞診より悪性を疑うも診断に苦慮した筋上皮癌の一例

非脂腺型リンパ腺腫様粘表皮癌の1例

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本唾液腺学会学術集会(第65回)

日本唾液腺学会学術集会(第65回)

日本唾液腺学会学術集会(第65回)

 ３．学会等名

八木春奈、中黒匡人，浦野誠，長尾俊孝， Faquin WC， Sadow PM

川北大介，長尾俊孝，加納里志，本間義崇，塚原清彰，小澤宏之，大上研二，近藤貴仁，富樫孝文，高橋秀聡，伏見千宙，多田雄一郎

谷川真希、長尾俊孝

平井秀明，三枝奈津季，浦野誠，中黒匡人，佐藤由紀子， 塚原清彰，加納里志，近藤貴仁，大上研二，小澤宏之，富樫孝文，川北大介，
多田雄一郎，長尾俊孝，SDC多施設共同研究会

日本唾液腺学会学術集会(第65回)

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

唾液腺導管内乳頭粘液性腫瘍におけるNKX3.1免疫染色の有用性

再発・転移唾液腺導管癌に対する抗HER2・抗AR療法の生存への寄与　大規模個別データを用いた後ろ向きコホート研究

IgG4陽性形質細胞の浸潤を伴う硬化型粘表皮癌の1例

唾液腺導管癌においてEZH2高発現は複合アンドロゲン遮断療法の効果不良予測因子になりうる

 １．発表者名

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第45回日本頭頸部癌学会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本泌尿器科学総会(第109回)

松原脩也，齋藤彰，村岡龍，徳山尚斗，佐竹直哉，長尾俊孝，黒田雅彦，大野芳正

菅原莉沙，臼井嘉彦，高橋礼典，長尾俊孝，後藤浩

南裕人，本間俊裕，小嶋啓之，黒澤貴志，永井一正，山本健治郎，向井俊太郎，本定三季，殿塚亮祐，田中麗奈，石井健太郎，土屋貴愛，
祖父尼淳，糸井隆夫，山口浩，長尾俊孝

伏見千宙，多田雄一郎，増淵達夫，山崎森里生，羽生健治，田中慈久，櫛橋幸民，相田真介，佐野弘子，樋口佳代子，長尾俊孝，三浦弘規

第37回日本眼腫瘍学会

第51回日本膵臓学会大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

人工知能AIを用いた腎癌の再発予測

結膜腫瘤の生検を契機に診断に至ったTリンパ芽球性リンパ腫の1例

術前診断に苦慮した分枝型IPMNの一例

唾液腺細胞診ミラノシステムの有用性

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第45回日本頭頸部癌学会

第65回日本唾液腺学会学術集会

第11回国際医療福祉大学学会学術集会

松山洋，山崎恵介，植木雄志，正道隆介，高橋剛史，堀井新，塚原清彰，岡本伊作，長尾俊孝，北原糺，上村裕和，吉本世一，松本文彦，
大上研二，酒井昭博，高野賢一，近藤敦，猪原秀典，江口博孝，折舘伸彦，田辺輝彦，中溝宗永，横島一彦，三浦弘規，木谷洋輔

山本善也，平井秀明，三枝奈津季，浦野誠，中黒匡人，佐藤由紀子，塚原清彰，加納里志，近藤貴仁，大上研二，小澤宏之，富樫孝文，川
北大介，多田雄一郎，長尾俊孝

多田雄一郎，長尾俊孝，梶原真奈美，川北大介，高橋秀聡

山西文門，班目明，神田遼弥，松本将，篠原裕和，根本大樹，村松洋，香川泰之，内田美子，森瀬貴之，山口隼，杉本暁彦，河野真，内藤
咲貴子，福澤誠克，有働竜太郎，石崎哲夫，勝又健次，助田葵，長尾俊孝，糸井隆夫

第113 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

頭頸部小細胞癌の多施設調査

唾液腺導管癌におけるPTEN欠損とその臨床病理学的意義　多施設共同研究

唾液腺導管癌における自律神経(交感神経・副交感神経)の臨床・分子病理学的意義

内視鏡的に整復しえた上行結腸リンパ管腫による成人腸重積症の1例

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

"第57回日本医学放射線学会秋季臨床大会

第187回東京医科大学医学会総会

第187回東京医科大学医学会総会

 ３．学会等名

村岡龍，松原脩也，徳山尚斗，石田卓也，橋本剛，佐竹直哉，並木一典，大野芳正，齋藤彰，黒田雅彦，長尾俊孝

笠原健大，真崎純一，榎本正統，石崎哲央，永川裕一，勝又健次，土田明彦，斎藤彰，黒田雅彦，松林純，長尾俊孝

貝原朱香，林野翔，加藤美帆，宮岡良卓，林映，長尾俊孝，菅野義彦

山田隆文，朴辰浩，高瀬慧，高良祐葵，齋藤和博，桝野龍平，大澤潤一郎，池田徳彦，松林純，長尾俊孝，蛸井浩行

第51回日本腎臓学会東部学術大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Prediction of postoperative recurrence risk and effect of chemotherapy on postoperative recurrence in patients with upper
tract urothelial carcinoma by cell nucleus morphological information analysis by artificial intelligence

AI 解析を用いた新たなT1b 大腸癌の治療戦略の適正化の可能性についての検討

長期関節リウマチ罹患患者に発症した血管型腎アミロイドーシスに対し、トシリズマブが奏効した一例

胸腺腫術後の経過観察中にクリプトコッカス症を発症した1例

 １．発表者名

 １．発表者名
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2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第109回日本病理学会総会オンライン総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第121回日本外科学会定期学術集会

工藤勇人，梅津知宏，嶋田善久，松林純，高梨正勝，前原幸夫，大野慎一郎，萩原優，垣花昌俊，大平達夫，長尾俊孝，黒田雅彦，池田徳
彦

長尾　俊孝

長尾　俊孝

平井　秀明、多田　雄一郎、川北　大介、中黒　匡人、三枝　奈津季、長尾　俊孝

第38回日本口腔腫瘍学会総会・学術大会（招待講演）

第59回日本臨床細胞学会秋季大会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

ゲノム解析を用いた肺癌外科治療の展望

唾液腺癌の病理診断：最近の進歩

唾液腺腫瘍における細胞像と病理診断

唾液腺導管癌におけるEZH2蛋白発現の臨床病理学的意義

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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2020年

2020年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第109回日本病理学会総会オンライン総会

第109回日本病理学会総会オンライン総会

第109回日本病理学会総会オンライン総会

熊木　伸枝、近藤　裕介、長尾　俊孝、中村　直哉

浦野　誠、磯村　まどか、樋口　佳代子、谷川　真希、長尾　俊孝、加藤　拓、河原　明彦、秋葉　純、野上　美和子、山元　英崇

石川　智彦、臼渕　肇、小川　武則、沼野　佑樹、香取　幸夫、長尾　俊孝、古川　徹

高橋　央、宮居　弘輔、内海　由貴、河野　貴子、島崎　英幸、荒木　幸仁、長尾　俊孝、松熊　晋

第109回日本病理学会総会オンライン総会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

腋窩の異所性乳腺組織より発生した分泌癌および浸潤性小葉癌の一例

唾液腺細胞診ミラノシステムの運用とその有用性について　本邦における多施設共同研究から

NTRK3に2ヶ所のbreak pointを有し非典型的組織像を示した唾液腺分泌癌症例　分泌癌10例の分子病理学的検討

特異な発症形態を呈したETV6-RET融合遺伝子を有する唾液腺分泌癌の1例

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第61回日本臨床細胞学会総会（春期大会）

第61回日本臨床細胞学会総会（春期大会）（招待講演）

第61回日本臨床細胞学会総会（春期大会）

 ３．学会等名

山口　浩、三宅　真司、松林　純、長尾　俊孝

石澤　綾、菊地　淳、大野　優子、大澤　久美子、阿部　倫子、川野　竜太郎、今田　浩生、増田　渉、長尾　俊孝、田丸　淳一

渡部　顕章、松林　純、山口　真由実、藤井　愛子、三宅　真司、山口　浩、垣花　昌彦、梶原　直央、池田　徳彦、長尾　俊孝

高橋　由美、松林　純、三宅　真司、稲垣　敦史、片桐　仁子、谷川　真希、垣花　昌俊、大平　達夫、池田　徳彦、長尾　俊孝

第61回日本臨床細胞学会総会（春期大会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

IPMNとIPNB－臨床病理像と細胞診－IPMNの病理組織像

穿刺吸引細胞診で疑われた右耳下腺上皮筋上皮癌の1例

肺原発MALTリンパ腫の細胞学的検討

リンパ球性間質を伴う小結節性胸腺腫の1例

 １．発表者名

 １．発表者名
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2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第185回東京医科大学医学会総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第61回日本臨床細胞学会総会（春期大会）

垣花　昌俊、松林　純、三宅　真司、梶原　直央、筒井　英光、大平　達夫、河手　典彦、長尾　俊孝、池田　徳彦

忽滑谷　昌平、谷川　真希、三宅　真司、渡部　顕章、藤井　愛子、川野　恵美子、金子　清花、秋山　里佳子、坂本　佳、梶原　真奈
美、松林　純、長尾　俊孝

軽部　晃平、平井　秀明、三宅　真司、片桐　仁子、稲垣　敦史、山口　真由実、高橋　由美、佐藤　未佳、助田　葵、谷川　真希、松林
純、長尾　俊孝

三枝　奈津季、長尾　俊孝、多田　雄一郎

第59回日本臨床細胞学会秋期大会

第59回日本臨床細胞学会秋期大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

気管支鏡下生検時の迅速細胞診における有用性の検討

唾液腺腫瘍の典型例とピットフォール　腺様嚢胞癌の細胞診断上のポイントと鑑別診断

耳下腺に発生した類上皮型神経鞘腫の1例
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